
様式１（特別支援学校）【特別支援学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

〇児童生徒一人一人に
応じた自立活動の指導の
充実

○（保護者成果指標）「子どもの自立
活動の目標や活動状況について理
解している」と回答した保護者の平
均が82％以上
〇（職員成果指標）「自立活動の指
導目標、指導内容を明確にして、時
間の指導や教育活動全体の指導と
関連づけて指導を行った」と回答した
教職員の平均が80％以上

・保護者懇談会で、個別の指導計
画を提示し活動状況を確実に伝え
る。
･自立活動の自主研修を３回実施
する。
・学年主任や担任と連携し、自立
活動の時間の指導を計画的に実
施する。
・自立活動の実践例を紹介する。 B

・アンケート結果　「子どもの自立活動の取り組みについて理解している」と回答した
保護者86.9％　「個別の指導計画に示した自立活動の目標、指導内容、指導場面に
沿って自立活動の指導を行った」と回答した職員74.5％　職員が未達成
・個別の指導計画に指導内容、指導場面を明確に示し、自立活動の時間の指導に
取り組んでいる。各担任がそれぞれ実施しているので、今後は各学年や学部で情報
交換しながら進めていく。（小学部）
・各学年、各学級で6区分全ての実態把握をし、後期は個別にも指導を進めていく。
（中学部）
・自立活動の集めた指導案やデータ等をフォルダに入れたり、教具や参考図書を置
く場所を職員室の一角につくったりし、みんなで共有、活用をしていく。（高等部）
・自立活動の評価は、指導内容について子どもたちがどこまでできたかを具体的に
記入し、保護者へ伝えていく。

B

・個別の指導計画に基づき、個別で指導を行ったり、内容によっては学級ごとに小集団で
の指導を行ったりした。指導内容や指導方法についての学部内で共有し、来年度の指導
に活かしたい。（小学部）
・主に学級や少人数に分かれて、指導を行った。今年度は手探り状態で行ったが、指導
の構築ができた分を次年度に活かし、一人一人に応じた指導に活かしていきたい。（中学
部）
・まず各学級で6項目すべてに関して実態把握をし、そして学級で、グループで、個別で指
導を行った。それぞれの学年の中で共有したデータや教材、指導方法を他学年とも共有
し、来年度に活かしたい。（高等部）
・今年度は自立活動の時間の指導や一人一研究をとおして、自立活動の指導内容が深
まった。今後は保護者にも目標や評価が分かりやすく伝わるように努力していきたい。

B

・授業に取り組む前の自立活動は、大切だと感じる。

教務部

〇職員の特別支援教育
に関する専門性の向上

○（保護者成果指標）「学校生活や
授業を通して、子どもが生き生きと活
動し成長が感じられている」と回答し
た保護者の平均が80％以上
〇（職員成果指標）「特別支援教育
に関する専門性の向上を目指して、
一人一研究に取り組んだ」と回答し
た教職員の平均が80％以上

・保護者懇談、授業参観、連絡帳
などを通して教育活動について専
門的見地からの提案を行う。
・年間を通して教職員が一人一
テーマで研究を行う。
・１月に全体でポスターによる研究
発表を行う。
・特別支援教育の専門性に関する
研修を2回実施する。 B

・アンケート結果　「学校生活や授業を通して、子どもが生き生きと活動し成長が感じ
られる」と回答した保護者87.9％　「特別支援教育に関する専門性の向上を目指し
て、一人一研究に取り組んだ」と回答した職員68.0％　職員が未達成
・保護者懇談、授業参観、連絡帳などのやり取り通して、日々の教育活動について
の理解を図り、専門的見地に立った提案や支援の共有を行った。（小学部）（中学
部）（高等部）
・毎月の教育研究の日に、特別支援教育に関する専門性の向上を目指して、全教
職員が個々に研究テーマを設定し、研究内容や方法を検討し取り組んでいる。ま
た、10月中には各学年毎に研究テーマについてのグループワークを行い、情報交換
を図る。
・１月のポスター発表では、個々の発表に加え、外部講師を招聘して特別支援教育
の専門性に関する研修会を行う。

B

・中間評価と比べ、保護者はほぼ同じ、職員は68.0％　未達成から75.3％と達成度が上
がった。全職員一人ひとりが研究テーマを設け、毎月の教育研究の日に特別支援教育専
門性の向上を目指して、研究に取り組んだ。また、各学部や学年、グループで研究の進
捗状況や課題についての話し合いの場をそれぞれ設けることができた。
・1月の校内研究会では、一人一枚のポスターでの研究発表と共に、校内外の教職員や
保護者も参加の上で意見交換を行い研究を深めた。また、外部二名の講師より研修を受
け、議題「これからの特別支援教育を担う教師の専門性の深化」「人が育つ組織　満足
感・安心感のある組織づくり」について学んだ。
・保護者とは5月1月の懇談、授業参観、支援会議、連絡帳のやり取り、登下校時の直接
対話を通して、支援の共有を図った。
・次年度の研究課題に向けて、アンケートを集約し、検討、協議の上、テーマや方法を決
めていきたい。

B

・一人一研究が可視化されていて大変良かったです。
・本人が何故どうしての疑問が残る校内ルールについての説明
がなく、ストレスをかかえている。
・家庭で取り組めることがあれば、フィードバックして欲しい。共通
理解（目標など）があれば、一緒に取り組める。
・類似したテーマが多く共同研究も検討していいのではと思いま
す。 教育研究部

○進路指導とキャリア教
育の充実

○（保護者成果指標）児童生徒に
とって、「卒業後の生活に必要な力を
つけるための教育が行われている」
と回答した保護者の平均が80.0%以
上
〇（職員成果指標）「卒業後の生活
に必要な力をつけるための教育に努
めている」と回答した教職員の平均
が75.0%以上

・学部別に保護者への進路講話や
進路だよりなどの情報提供のため
の資料の充実を図る。
・キャリアパスポートの活用状況を
確認し、担当職員でフィードバック
する場を設ける。 A

・アンケート結果　「卒業後の生活に必要な力をつけるための教育が行われている」
と回答した保護者86.2％　「児童生徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供
し、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努めた」と回答した職員77.6％
保護者、職員ともに達成
・時期ごとにキャリアパスポートを活用した授業を行った。（小学部）（中学部）（高等
部）
・小学部、中学部に進路講話を実施して、進路情報の提供を行った。今後高等部で
も進路講話を実施し、卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努める。

A

・　「卒業後の生活に必要な力をつけるための教育が行われている」と回答した保護者
87.1％　「児童生徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供し、卒業後の生活に必
要な力をつけるための教育に努めた」と回答した職員77.1％　保護者、職員ともに達成
・時期ごとにキャリアパスポートを活用した授業を行った。（小学部）（中学部）（高等部）
・小学部、中学部、高等部（学年別）に進路講話を実施して、進路情報の提供を行った。
・引き続き授業や進路講話、進路だよりを通じて、卒業後の生活に必要な力をつけるため
の教育について共通理解を深めるようにする。

A

・卒業後に必要な学習スキルが身に付いていない。

進路指導部

●いじめの早期発見、早
期対応に向けた取組の
充実

●学校は生徒間トラブルについて、
早めに保護者に情報提供を行い、迅
速な解決手段を取っていると回答し
た保護者の平均が75％以上
●人権を大切にする言葉かけや人
権の授業に取り組んだと回答した教
職員平均が77.5％以上

・生徒間トラブルについては、学年
主任、学部主事、生徒指導主事、
管理職に報告し、具体的な解決手
段や手立てを確実に保護者に伝え
る。
･年に２回以上、人権に関する授業
実践やいじめ、人権研修を計画
し、実施する。 A

・アンケート結果　「生徒間のトラブルについて、内容や今後の解決策など、保護者
に情報提供が十分に行われている」と回答した保護者86.9％　「人権に関する授業
実践やいじめ、人権に関する研修に確実に参加し、学んだことを生徒対応に還元す
ることができた」と回答した職員77.6％　保護者、職員ともに達成
・生徒間トラブルについては、職員は保護者と情報を共有し、家庭と連携を取りなが
ら問題解決に向けた手立てを取っている。また、年2回のアンケートの回収率（80％
以上）も高く、学校の対応に対する要望も少ない。今後も引き続きいじめ職員研修や
学部会を通して啓発するとともに、職員（学部）間での情報共有を積極的に図ってい
く。
・人権を大切にする言葉掛けや授業の実施については、人権研修の実施だけでな
く、人権に関する各種研修会の参加の呼びかけを幅広く行い、多くの職員の参加を
促す。

A

・中間、最終評価ともに「A」で目標は達成しているが、前回調査から保護者、職員ともわ
ずかに数値が下がる結果となった。
　いじめに関しては、学校で起きたトラブルの保護者への情報共有やアンケートの回収、
いじめや問題行動等への迅速な対応など、本校職員の指導、サポートに保護者も満足し
ている様子がうかがえる。
　一方、人権に関する授業実践や研修への参加は、不十分と考えている職員が少なくな
い。特に年に一度の本校の研修しか受けていない職員は、生徒への還元が十分ではな
いと感じていることが考えられる。今後は、県主催の人権に関する研修へ多くの職員の参
加を促すとともに、特別支援学校で実践できる人権に関する授業例の紹介も積極的に
行っていく必要があると考える。

A

・いじめ、不快を言葉にできる生徒に関しては、有効な対応ができ
ていると思う。
・一番気になる不安な問題です。〇を目指していただきたいです。

生活指導部

●児童生徒が夢や目標
を持ち、その実現に向け
て意欲的に取り組もうと
するための教育活動。

●「先生は子どものよいところを認め
てくれていると思う」と回答した保護
者85％以上
●「将来の夢や目標をもてるように
授業を工夫した」と回答した教職員
の平均が80％以上

・児童生徒の自己肯定感が高まる
ように、できていることを伝えたり、
仲間同士で認め合ったりする場面
を設定する。
・児童生徒が「自分は人のために
役に立っている」「現在の自分に満
足している」「自分はできている」
「自分は前向きに挑戦している」と
感じることができる授業作りをす
る。

A

・アンケート結果　「本校の職員は、お子様の成長しているところや頑張っていること
を褒めている」と回答した保護者92.3％　「子どものよいところを褒めたり認めたりで
きるような状況を作り、子どもが主体的に活動できるように授業を工夫した」と回答し
た職員85.8％　保護者、職員ともに達成
・学期や就業体験の終わりには、自分が頑張ったことを振り返り、自覚し、自信を付
け、次のステップへ向かう授業を行っている。（中学部）
・日々、小さなことでも褒め、そのことが良いことなのだ、自信をもって継続していこ
う、と生徒が思う言葉掛けを行っている。（高等部） A

・生活面や学習面での課題をスモールステップで指導し、できたことを褒めることにより、
意欲的に活動する児童の姿が見られた。その様子を日々の連絡帳で、保護者に伝え、と
もに成長を喜び、家庭でも褒められることにより、児童の自信につながったと思われる。
（小学部）
・前期の初めに学習面と生活面の目標を挙げ、学期末に反省を行い、後期の目標を作成
した。キャリアパスポートの活用も行った。年2回の作業学習週間では、自分の活動に満
足する生徒が見られた。（中学部）
・学期末の振り返りの学習や就業体験事後学習などで、自分ができるようになったことや
成長したことが自覚できる学習を行った。生徒のよい言動に対して気付いたり、職員間で
情報を共有したりして小さなことでも褒める言葉掛けをしてきた。生徒の自信につながっ
たと感じる。（高等部）

A

・「褒める」もできているが、減点方式のマイナス評価的声掛けが
気になるときがある。
・子供の小さな成長に気付いてくれて一緒に喜んでもらえるの
が、親としてとても嬉しいです。
・障害者を支援するときの難しさを日々感じている。例えば、適切
に「褒める」と「認める」を使い分けること・・・。子どもたちの自己肯
定感を高めるためには必要だと感じる。また、不安の訴えにどこ
まで寄り添うのか、背中を押す場面があるのではないか、保護者
を含めて勉強をしていく必要がある。

各学部

・「思いやりや豊かな心を育む教育活動」「他者と関わる場面や多様な体験活動を通し
て、互いに助けあったり協力したりする学習」「主体的に生活できる力や思いやる心、協
力する気持ちを育てる支援」として、小学部では、日々の集団学習のなかで、各学年の子
どもたちの実態に合わせて、助け合い、協力し合う場面を設定することができた。中学部
では、特別活動で、生命を尊重する、健康な心と体を大切に保持する授業を行った。高等
部では、教育活動全体を通して、他者を思いやる言葉や行動について日々指導すること
ができた。また、交流及び共同学習では、小学部では、交流校の児童と関わる場面設定
を目的に居住地校交流と川上小学校との交流を実施することができた。事後の保護者ア
ンケートや本校及び相手校の児童の感想などからも、「交流できてよかった」「楽しかっ
た」などの建設的な意見が多くみられた。中学部では、松梅中学校との交流学習を行い、
作業学習の体験を通して他者理解につながった。高等部では、国民スポーツ大会との兼
ね合いで高志館高校とは間接交流になったが、壁新聞を通して有意義な交流を実施する
ことができた。学習部として、他者と関わる場面設定や多様な体験活動は教育的効果が
大きいので、今後も交流及び共同学習は継続しながら計画、実施していきたい。
・寄宿舎では「日常生活の指導・支援をする中で、協力しようとする気持ちや、他者を思い
やる気持ちを育てる支援」を行った。毎月行う部屋会では、舎生一人一人の意見を聞くと
ともに、お互いの意見を尊重する支援を行った。行事を通して、互いに協力する気持ちを
持てる支援方法を探り実践した。集団生活だからこその協力する心、思いやりの心を育
てる指導支援を行っていきたい。

B

・以前に比べて我が子の他者への気持ちが育っている様子が見
られております。学校間交流で交流した川上小のお子さんと新しく
通う放課後児童デイサービスで再会し、お互い「おおっ！」と気付
いたと報告がありました。交流が次につながっており嬉しく思いま
す。
・同年代の普通学級との交流が途絶えるのが残念。支援学校全
ての課題ですね。

学習部
寄宿舎B

・アンケート結果　「授業や学校行事等を通して、お子様の思いやりや豊かな心を育
む教育活動が実施されている」と「回答した保護者86.8％　「道徳や特別活動、交流
及び共同学習での他者と関わる場面や多様な体験活動を通して、互いに助けあっ
たり協力したりする学習を行った」と回答した職員78.8％　　「日常生活や自治活動、
季節行事などを通して、お子様の主体的に生活できる力や思いやる心、協力する気
持ちを育てる支援がされている」と回答した寄宿舎（保護者）91.3％　　職員が未達成
・集団学習のなかで、各学年の実態に合わせて、助け合い、協力し合う場面を設定
するようにしている。交流及び共同学習では、交流校の児童と関わる場面を設定し
実施している。（小学部）
・特別活動で、生命を尊重する、健康な心と体を大切に保持する授業を行っている。
（中学部）
・教育活動全体で他者を思いやる言葉や行動について指導している。（高等部）
・交流及び共同学習として、小学部では居住地校交流と川上小学校との交流を行っ
た。事後の保護者アンケートや本校及び相手校の児童の感想などからも、「交流で
きてよかった」「楽しかった」などの建設的な意見が多くみられた。中学部では、松梅
中学校との交流学習を行い、作業学習の体験を通して他者理解につながった。高等
部では、国民スポーツ大会との兼ね合いで高志館高校とは間接交流になったが、壁
新聞を通して有意義な交流になった。他者と関わる場面設定や多様な体験活動は
教育的効果が大きいので、今後も継続しながら実施していく。（学習部）
・部屋活動や全体活動を通して、協力する気持ちや主体的に活動できる力を育てる
指導・支援を行っている。ミーティングや部屋会を通して、思いやりの心やマナーなど
を身に付ける支援を行っている。（寄宿舎）

B

●心の教育

●児童生徒が、自他の生
命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

（学校）
●（保護者成果指標）「お子様の思
いやりや豊かな心を育む教育活動
が実施されている」と回答した保護
者の平均が80％以上
●（職員成果指標）「互いに助けあっ
たり協力したりする学習を行った」と
回答した教職員の平均が80％以上
（寄宿舎）
●（保護者成果指標）「子どもの、相
手を思いやる心や、協力する気持ち
を育てる支援がされている」と回答し
た保護者の平均が80％以上
●（職員成果指標）「思いやりの心や
協力しようという気持ちを育てる支援
を行った」と回答した職員の平均が
80％以上

(学校）
・特別の教科道徳や特別活動、各
教科等の授業で思いやりや豊かな
心を育む教育活動の充実を図る。
･交流及び共同学習や学校行事等
で、他者と関わる場面を設定した
り、多様な体験活動を実施したりす
る。
（寄宿舎）
・異年齢での集団生活や季節行
事、自治活動を通して相互理解を
図り、思いやりの心を育てる。
･日々の生活を送る中で、自分自
身や周りの仲間を大切にし、主体
的に楽しく生活ができるようにす
る。

２　学校教育目標 「たくましく自立し、積極的に社会に参加する人間の育成」
・子ども一人一人のニーズに応じた最適な対応に努めることにより、子どもが自分の力を発揮しながら自立的・主体的に取り組む姿を実現し、将来の自立的・主体的な地域生活へつなげていく。

３　本年度の重点目標
①　自立活動の指導の充実を図る。
②　職員の特別支援教育に関する専門性の向上を目指す。
③　職員の意識改革や業務改善等を行い、働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている（80％以上）
 Ｂ：おおむね達成できている（60％以上80％未満）
 Ｃ：やや不十分である（40％以上60％未満）
 Ｄ：不十分である（40％未満）学校名 佐賀県立大和特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・評価項目１2中A評価が６項目、B評価が６項目、C評価が０項目だった。課題を整理して令和６年度の改善策を検討していく必要がある。
・「自立活動の指導目標、指導内容、指導場面を明確にして授業を行った」「学年やグループで児童生徒の実態や授業の手立てについて話し合い、授業実践に役立てた」「卒業後の生活に必要な力をつけるための教育に努めていた」「支援部だよりへの教材教具等の資料の提供を通して、地域支援の一端を担った」の４項目が２点台のB評価となり、改善を図る必要がある。特に、自立活動の指導については、児童生徒個々の目標を達
成できるように、令和６年度より設置した時間の指導の場面で確実に自立活動の指導を実施していく。また、職員全員が主体的に専門性を高めることができるように「一人一研究」に取り組む。
・「業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減」については、毎週水曜日に実施している定時退勤の実施だけでなく、年次有給休暇取得の向上（１4日以上）を目指して取り組んでいく。
・「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」については、支援部だよりを年２回発行し地域の学校へ向けて指導・支援に役立つ情報提供を行った。地域の学校から示された要望をもとに情報提供の内容を改善していく。



様式１（特別支援学校）

●健康・体つくり

●健康を考えて行動でき
る能力の育成

●本校は、「児童生徒の健康教育に
努めている」と回答した保護者75％
以上
●「児童生徒が健康に気を付けた生
活を心がけるように授業を工夫した
り、日常生活の指導を行ったりした」
と回答した教職員の平均が75％以
上

・性に関する指導、食に関する指
導、がん教育等の健康教育に関す
る授業の充実や日常生活の指導
を実践する。
・職員への授業実践例を紹介す
る。
・外部講師による講演会の実施す
る。
・保健だよりや給食だよりを通して
学校での活動を保護者に伝え、家
庭との連携を図る。

A

・アンケート結果　「保健体育や特活等の授業、保健に関する指導（講演会含む）、
給食の指導等を通して、健康教育に努めている」と回答した保護者87.4％　　「児童
生徒が健康に気を付けた生活を心がけるように授業を工夫したり、給食や日常生活
の指導を行ったりした」と回答した職員81.4％　保護者、職員ともに達成
・授業や日常生活の指導、給食指導等について、多くの教職員が意識して健康教育
に努めることができた。また、養護教諭や栄養教諭から家庭へのおたより等により、
学校の取り組みについて保護者とも連携が図られたようである。後期は、健康教育
に関する講演会を実施して児童生徒や教職員の健康への意識の向上をさらに進め
ていくとともに、食に関するアンケートを実施して児童生徒の実態把握からさらに健
康教育の充実をめざし取り組んでいく。

A

・下期では保護者、教職員の評価がわずかではあるがともに向上した。外部講師派遣等
の健康教育に関する講演会も予定通り実施できたことで、該当学年の児童生徒の健康
への関心が高まり、同時に教職員の意識向上にもつながったようである。
・食や保健学習に関するアンケートでは、児童生徒の食や健康への関心が高いことがう
かがえた。食育では、生活単元学習と保健を同じ時期に合わせて授業を組んだり、栄養
教諭による食に関する授業実践等効果的な指導ができた。「早寝、早起き、朝ごはん」の
合言葉を来年度も引き続き伝えていきたい。
・保健だより、給食だより、連絡帳等を通して家庭へ情報発信を行い、家庭との情報共有
を図ることができた。保護者からは性に関連する相談が寄せられているようである。保護
者も一緒に参加できるような講演会を計画したり、さらに情報を発信・共有したりして、家
庭と連携して健康教育に取り組んでいきたい。

A

・給食おいしそうです。運動場の狭さ、遊具の少なさ、体育館で遊
べる日の少なさ等、日常的に運動のチャンスが少ない。
・運動会を毎年開催してほしい。
・いつもありがとうございます。アレルギーの個別対応を検討して
いただけると、さらに助かります。

保健環境部

●地域支援

●効果的な地域支援に
向けた特別支援学校の
センター的機能の充実

●支援部だよりや連携研修、巡回相
談が役に立ったと回答した地域の学
校の平均が75％以上
●支援の工夫や研修会等への参加
を通して地域支援に必要な専門性
の向上に努めたと回答した教職員の
平均が75％以上

・支援部だよりの発行や連携研修
会を年に２回実施する。
･地域の学校の要請に応じて巡回
相談を実施する。
・児童生徒の実態に応じて支援を
検討し実践する。
・校内外の研修会等に参加をし、
専門性の向上の機会を設ける。 A

・支援の工夫や研修会等への参加を通して地域支援に必要な専門性の向上に努め
たと回答した教職員の平均が77.7％であった。
・地域支援に関しては、今後も継続して地域の小学校等の要請を受けて巡回相談を
行っていくとともに、支援部だよりの発行、12月の連携研修会を実施と特別支援教育
に役立つ情報等を発信していく。また、支援部だより第2号の発行とともに、地域の
小中学校等にアンケートを実施し、本校のセンター的機能に対する地域の評価を把
握し、後期に活かしていく。 A

・上期は77.7％、下期は77.2％と、地域支援に必要な専門性の向上に努めたと回答した
教職員の割合が若干減ったが、目標としていた75％は達成することができた。上期は、
支援部だよりの原稿作成、校内外の研修への参加の機会が多くあったことも、若干の差
につながったのではないかと考える。次年度は、地域の学校へのアンケートの時期を早
め、校内の教職員にフィードバックすることも検討したい。
・地域の学校へのアンケート結果、支援部だよりや巡回相談が「役に立っている」もしくは
「概ね役に立っている」と回答した地域の学校、連携研修会の事後アンケートで「大変満
足している」もしくは「満足している」と回答した参加者の平均は97.8％であり、目標の75％
を達成できた。目標は達成しているが、連携研修会に関しては「参加をしていない」という
回答が半数以上あるため、今後も校内外のニーズを踏まえた研修内容の検討が必要で
ある。

A

・地域の支援学級に通う子の親は、「自分の子がこのままこの学
校で良いか？」迷ったりするので、「ここに居て良い」と思うような
支援について考えてほしい。
・忙しい中での支援部だよりの作成ありがとうございます。
・保護者向けの研修会を設定できればよいと思う。

地域支援部

●業務改善・教職
員の働き方改革
の推進

●業務効率化の推進と
時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守し、年次有
給休暇を１４日以上取得したと回答
した職員が85％（3.4）以上。

・各主事や主任が中心となり業務
の精選を行い、効率化を図る。
・定時退勤日を設け、教職員への
働きかけを行う。
・ノー会議週間や長期休業中での
年休取得を推進する。

B

・ 「月の時間外在校時間が45時間以内であるとともに、半期（4月～9月、10月～3
月）で7日間の年次休暇を取得できた」と回答した職員が78.3％
・95％以上の教職員が時間外在校時間を45時間以内で抑えることができた。7月以
外の5ヶ月で昨年度よりも時間外勤務時間を下回った。また、半期で7日間の年次休
暇を取得した教職員も8割を超えている。合算すると78.3％と目標を下回るが、夏季
休業中に計画的に年次休暇を取得できたことは評価できる。下期は、定時退勤推進
日以外でも教職員間で声を掛け合って、時間外勤務時間の削減を図っていく。

B

・アンケート結果「月の時間外在校時間が45時間以内であるとともに、半期（4月～9月、
10月～3月）で7日間の年次休暇を取得できた」と回答した職員が79.8％と目標には及ば
なかった。
・95％以上の教職員が月の時間外在校時間を45時間以内であった。10月はSAGA2024
が開催されたため、月の時間外在校時間の平均が昨年よりも2.5時間程度増えた。下期
の月の時間外在校時間45時間以上の人数は、前年比から6.0％減少していることは評価
できる。来年度は、業務の効率化・平準化を図り、時間外在校時間の縮減に努める。
・上期に比べ年次休暇取得率は減少したが、長期休業を利用して、まとまった休暇を取
得しようとする意識が醸成されてきた。10月から1月末の4ヶ月間で、年次休暇の平均日
数は約４日間であり、年度末までに7日間を取得できるように、今後も教職員に対して働
きかけを行っていく。

A

・先生達がもっと休みを取りやすい環境を目指してほしい。
・先生方にはできるだけストレスフリーな状態で子供と向き合って
頂きたいです。
・働き方改革に向けた勤務環境の改善、先生以外の担い手の確
保など。

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○学校経営方針

○教育目標に即した教育
の実践

（学校）
○「大和特別支援学校に入学させて
よかった」と回答した保護者が85％
以上
（寄宿舎）
〇「大和特別支援学校の寄宿舎に
入舎させて良かった」と回答した保護
者が85％以上

(学校）
・子どもや保護者の気持ちを受け
止め、子どもが今日の学び・学校
生活に満足し、明日の学び・学校
生活を期待する教育活動を実施す
る。
（寄宿舎）
・主体的に考えて活動できる力や
社会生活を送るためのスキルを身
に付けることができるような日常生
活の支援を行う。

A

・アンケート結果　「子どもを大和特別支援学校へ入学させてよかった」と回答した保
護者93.5％　「子どもを寄宿舎に入舎させてよかった」と回答した寄宿舎入舎の保護
者96.6％　　学校、寄宿舎ともに達成
（学校）
・学校の評価は、93.5％を超えており家庭からは高い評価を受けている。今後も家庭
のニーズに沿った指導・支援を継続していく。
（寄宿舎）
・寄宿舎の評価は、96.6％を超えており、家庭からは高い評価を受けている。 A

・アンケート結果　「子どもを大和特別支援学校へ入学させてよかった」と回答した保護者
94.2％　「子どもを寄宿舎に入舎させてよかった」と回答した寄宿舎入舎の保護者97.8％
学校、寄宿舎ともに達成
（学校）
・94.2％と高く、学校の指導・支援に対する満足度は高いと言える。また、上期よりも数値
が向上していることは、年間を通して保護者の教育的ニーズに応えていることがうかがえ
る。
（寄宿舎）
・97.8％と上期よりも数値が向上していることから、寄宿舎の指導支援が保護者のニーズ
にこたえることができていると感じている。

A

・保護者の評価は高く、概ね学校の教育に満足していることがわ
かる。職員の評価が低くなっていることは、それぞれの先生方が
課題や改善点を見出しているからだと思う。そのような意欲は今
後の成長につながると思う。

管理職
寄宿舎

○ICT活用教育

○ＩＣＴを活用した児童生
徒一人一人が｢分かる､で
きる｣授業づくり

○（保護者成果指標）「ICTを効果的
に活用したことで、こどもの分かる、
できることが増えた」と回答した保護
者の平均が80％以上
〇（職員成果指標）「ICTに関わる研
修を受講して、ICTを活用した授業作
りや児童生徒支援に生かすことがで
きた」と回答した教職員の平均が
80％以上

・ICT機器を効果的に使用できる
ように、生徒の実態に合わせ
て、電子黒板や大型モニター等
を、必要箇所に配置したり、iPad
または学習用PCを配布したりす
る。
・校内の研修では、ICTを授業で
効果的に活用できるような実践
事例の紹介や児童生徒の実態
に応じて活用できるような事例
紹介を行う。また、掲示板や回
覧等でICT活用に関わる資料を
紹介する。

B

・アンケート結果　「学校活動や授業でICTを効果的に活用したことで、子どもの分か
る、できることが増えた」と回答した保護者84.3％　「児童生徒の実態に応じて、ICTを
効果的に活用した授業作りや支援に活かすことができた」と「回答した職員77.0％
職員が未達成
（学校）
・大型ディスプレイ11台の整備が10月8日（火）に完了し、小学部の各クラスに配置で
きていなかった課題は解決できた。今後は、小学部向けに大型ディスプレイの活用
方法の研修を予定している。（小学部）
・小学部で余った電子黒板３台を中学部、高等部に配置し、故障不具合対応に対応
した。今後も故障不具合について随時対応していく。
・今後も掲示板や紙媒体の回覧、研究等でICT利活用教材や資料を紹介しながら、
情報モラルやセキュリティ意識を高めていく。

B

・職員より保護者のアンケート評価が高くでており、保護者には効果的に活用した授業を
行っていると評価をもらっているが、教員が効果的に活用できているかどうかの判断で低
い結果になった。実際には電子黒板を毎回活用して授業している。来年度は各学部で高
性能モニタの活用方法やTeamsやOneDriveの活用方法の研修に力を入れたり、他校の
活用事例を積極的に紹介したりして、ICTを苦手としている教員を中心に研修や紹介を
行っていく。

B

・心配な点としましては、先生方のご負担です。（資料作りなど）
ICTが苦手な先生に補助があれば安心かなと思います。
・ICTの使用に関してはわからないが、モラル・セキュリティ教育は
良いと感じる。生徒も得意・不得意があるので個別対応が必要。
・情報機器端末機などに慣れて、子どもはゲームに夢中になりす
ぎても困るし、悩ましい。

教育情報部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

　　　　

５　総合評価・

　　次年度への展望

　①個別の指導計画に示した自立活動の目標、指導内容、指導場面に沿って自立活動の指導を行った。②特別支援教育に関する専門性の向上を目指して、一人一研究に取り組んだ。道徳や特別活動、交流及び共同学習での他者と関わる場面や多様な体験活動を通して、互いに助けあったり
協力したりする学習を行った。③月の時間外在校時間が45時間以内であるとともに、半期（4月～9月、10月～3月）で7日間の年次休暇を取得できた。④児童生徒の実態に応じて、ICTを効果的に活用した授業作りや支援に活かすことができたの４項目が目標の80％（B判定）となり目標を達成でき
なかった。
・今年度は自立活動の時間の指導や一人一研究をとおして、自立活動の指導内容を深めることができた。今後は保護者にも目標や評価が分かりやすく伝わるようにしていく必要がある。
・1月の校内研究会では、一人一枚のポスターでの研究発表と共に、校内外の教職員や保護者も参加の上で意見交換を行い研究を深めた。また、外部二名の講師より研修を受け、議題「これからの特別支援教育を担う教師の専門性の深化」「人が育つ組織　満足感・安心感のある組織づくり」に
ついて学ぶことができた。次年度の研究課題に向けて、アンケートを集約し、検討、協議の上、テーマや方法を決めてく。
・「思いやりや豊かな心を育む教育活動」では、今後も交流及び共同学習は継続しながら計画、実施していく。寄宿舎では、集団生活だからこその協力する心、思いやりの心を育てる指導支援を行っていく。
・来年度は、業務の効率化・平準化を図り、時間外在校時間の縮減に努める。また、年度末まで目標の年次有給休暇を取得できるように、教職員に対して働きかけを行っていく。
・来年度は各学部で高性能モニタの活用方法やTeamsやOneDriveの活用方法の研修に力を入れたり、他校の活用事例を積極的に紹介したりして、ICTを苦手としている教職員を中心に研修や紹介を行っていく。
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具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


